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第６１３回茨城県内水面漁場管理委員会 議事録 

 

 

日  時 

 

場  所 

 

議  題 

 

 

出席委員 

 

 

 

欠席委員 

 

県側出席者 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議事録署名人 

 

議長 

 

会議内容 

 

須能局長 

 

 

八角会長 

 

 

 

 

 令和７年４月１６日（水） 午後１時５５分から 

 

 水戸市笠原町９７８－６ 茨城県庁１７階農林水産部会議室 

 

第１号議案 たねうなぎ特別採捕許可について（諮問） 

 第２号議案 令和７年度年間事業計画について（協議） 

 

１番 八角 直道   ２番 多田 悦章   ３番 坂本 勉 

  ５番 高杉 則行   ６番 高岡 明美   ８番 三村 陽子 

 １０番 水野 恵美子 １２番 今藤 夏子 

 

７番 星井 晴美  １１番 湯淺 豊一 

 

農林水産部次長兼漁政課長     冨永 敦 

〃  漁政課課長補佐     所 高利 

   〃     係  長     今野 美紗子 

   〃  水産振興課長      小曽戸 誠 

   〃       主査     根本 孝 

水産試験場内水面支場技佐兼支場長 根本 隆夫 

 

 事務局長     須能 紀之 

 係長       小沼 智恵美 

 会計年度任用職員 中村 剛 

 

８番 三村 陽子  １０番 水野 恵美子 

 

 １番 八角 直道 

 

開会 午後１時５５分 

 

〔開会宣言〕 

〔資料確認、八角会長に挨拶を依頼〕 

 

本日はお忙しい中、ご出席いただき誠にありがとうございます。４月に

入り寒暖を繰り返しながらですが、ここ数日めっきり春らしい気候になっ

てきました。今回は、令和７年度の最初の委員会ということで、思うとこ
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須能局長 

 

 

冨永次長 

 

 

 

ろを述べさせていただきます。本県に限らず、内水面漁業については、組

合員の高齢化や新規組合員の加入の減少、カワウや外来魚の食害に加え、

近年では地球温暖化による生態系への影響で、サケに代表されるように著

しく資源が減少し、これまで当たり前であった操業ができないといった現

象が出てきています。サケについては、近い将来人工孵化放流事業を中止

せざるを得ない状況になっており、他の魚種でもサケのようになるのでは

ないかと危惧しています。カワウや外来魚、温暖化による資源への影響に

対する対応については、今後、話題にしていきたいと思います。 

漁協の運営、特に組合員の減少については、皆さんご承知のように、現

在の第５種共同漁業権は、国、県、市町村などの公の機関ではなく、地域

コミュニティに漁場の管理をお任せするという考えで、制度が作られてい

ます。つまり、地域コミュニティに依存した制度設計になっています。現

在地域コミュニティの人口減少が大変なことになっています。先日、久慈

川流域の大子町、常陸大宮市、常陸太田市の２市１町の教育委員会に問い

合わせ、令和７年度における小学生の新規入学者数を確認しました。する

と、大子町が６校で６１人、常陸大宮市が１１校で２１４人、常陸太田市

が８校で２４４人になっており、令和元年にこの３市町で生まれたお子さ

んの数が５２０人位しかいないことが分かりました。人口減少は本当に深

刻な状況になっており、このまま進めば近い将来、地域コミュニティが無

くなってしまうのではないかと思うほどです。この要因については、いろ

いろあると思いますが、若い人が安心して家族を増やせる社会経済状況に

なっていないことも非常に大きな要因だと思います。今後、この状況が改

善されなければ、地域コミュニティに漁場の管理をお任せするという思想

でつくられた内水面の漁業制度も崩壊しかねない、そんな危機感を強く思

っています。政治家のみなさんには、小手先ではなく、若い人たちが安心

して家族を増やし、茨城に定住できるような政策を実行していただきたい

と切に思っています。 

本日は、たねうなぎの特別採捕許可に関する諮問と、令和７年度の年間

事業計画の協議が議題です。年間事業計画では、特に視察を兼ねた漁場管

理委員会をどこで行うのかについて、委員の皆さんのご意見をいただきた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。本日は、年度当初の委員会ですので冨永次長兼漁

政課長より挨拶をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

４月から漁政課長を務めております冨永でございます。本日は、令和７年度

最初の委員会でございますので、一言ご挨拶を申し上げます。年度当初のご多

忙の中、委員の皆様には、当委員会にご出席いただき、また、日頃より内水面の

漁業調整や水産業の振興に対して、貴重なご意見を賜り、厚く御礼申し上げま
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須能局長 

 

 

 

八角議長 

 

 

須能局長 

 

 

 

 

八角議長 

 

 

 

す。 

昨年度の当委員会では、様々な案件についてご審議いただきました。例えば、

刑法の改正に伴う内水面漁業調整規則の改正や、漁業協同組合さんが定める釣

りなどのルール、遊漁規則では、電子遊漁券を導入するための規則の変更につ

いてご審議いただきました。また、漁業法改正に伴って創設された利根川での

うなぎ稚魚漁業につきましても、令和６年度の許可の基準についてご審議いた

だきました。これらの案件は、その後、制度の導入や運用が順調に進んでおり、

改めてお礼申し上げます。今年度の当委員会では、シラウオやサヨリ、シジミ

など７つの採捕許可が３年ごとの更新年にあたりますので、これらの許可の方

向性についてご報告させていただくほか、本日の議題のたねうなぎのように特

別に採捕を認める、特別採捕許可などについてご審議いただく予定としており

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。また、内水面の水産資源の動向

に関しても、随時ご報告させていただきます。ちなみに、現在、水産試験場内水

面支場では、那珂川と久慈川でアユの遡上量調査を行っており、４月上旬時点

ではありますが、那珂川、久慈川ともに平年より多くのアユが遡上していると

いう嬉しい報告がございます。 

このように、今年度も、当委員会には様々な案件について、協議、ご審議を

お願いする予定でございます。委員の皆様のご意見をいただきながら、内水面

漁業の円滑な調整と水産業の振興を図ってまいりたいと考えておりますので、

委員の皆様には、活発なご意見とご発言、そして格段のご協力をお願いいたし

まして、挨拶とさせていただきます。今年度もどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

ありがとうございました。続きまして議長の選出ですが、会議規程第４条第

１項によりまして、会長が議長になることになっておりますので、会長に議長

をお願いいたします。 

 

それでは、議長を務めさせていただきます。 

早速ですが、次第３の出席委員数の報告を事務局からお願いします。 

 

はい、現委員１０名のうち、出席委員が８名、欠席委員が２名で、欠席

委員は７番の星井委員と１１番の湯淺委員です。過半数の委員の出席をいた

だいておりますので、漁業法第１７３条の規定により本会議は成立しておりま

す。 

 

続きまして次第４の議事録署名人ですが、会議規程第７条第２項の規定に

基づき私から指名いたします。８番、三村委員、１０番、水野委員にお願い

をいたします。 

 それでは、次第５の議題に入ります。第１号議案、たねうなぎ特別採捕



 - 4 -

 

 

中村会計年度任用

職員 

 

今野係長 

 

八角議長 

 

 

八角議長 

 

 

（委員一同） 

 

八角議長 

 

 

八角議長 

 

 

中村会計年度任用

職員 

 

八角議長 

 

 

 

 

 

 

 

八角議長 

 

八角議長 

 

 

八角議長 

 

許可について、説明をお願いします。 

 

（諮問文読み上げ） 

 

 

（資料 No.１により説明） 

 

はい、ありがとうございます。ただいまの説明に、何か質問がございま

したらお願いします。 

 

質問もないようですので、県への答申についてお諮りします。諮問の内容

に、ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

異議なしとのことですので、原案のとおりで差し支えありませんと県に答

申することといたします。 

 

それでは、第２号議案、令和７年度年間事業計画について、説明をお願い

します。 

 

（資料No２－１、２－２により説明） 

 

 

ありがとうございます。年間事業計画については、今説明がありました

が許可の更新等があります。後は、現地視察の候補地がなかなか見つから

ないということですが、アユの産卵場造成では、時期的にアユの縄張漁と

重なりますので、それもあわせて見学できるのかと思います。アユはやは

り重要な資源なので、それを見学するのも良いかと思います。また、この

ことについては皆さんからご意見をいただいて、決めていきたいと思いま

す。 

 

他に何かございますか。 

 

他になければ、年間事業計画については、原案どおりで決定することと

します。 

 

次に、次第６のその他ですが、事務局から何かありますか。 
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須能局長 

 

八角議長 

 

６番 高岡委員 

 

八角議長 

 

６番 高岡委員 

 

 

 

 

 

 

 

八角議長 

 

所課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６番 高岡委員 

 

 

 

八角議長 

 

 

八角議長 

 

八角議長 

事務局からは、特にありません。 

 

皆さんから、何かございますか。 

 

はい。 

 

はい、高岡委員。 

 

冨永次長のあいさつにもありましたが、今年は那珂川、久慈川ともにアユ

の遡上が多いとのことですが、昨年から那珂川河口の内水面で海上保安部が

アユ釣りの取り締まりをしていまして、数件検挙されています。しかし、那

珂湊漁港の港内にも遡上する前の稚アユが多くいるのですが、それらを釣る

釣り人が多いのです。内水面で頑張って増やしているアユを海面で遡上する

前にとられるのは問題であり、それら稚アユを守りたいです。海面ですから

難しいのは分かりますが、そういうのが何か出来たらと思い意見しました。 

 

漁港の港内でアユを獲るというのは、ルール上どうなのですか。 

 

はい、漁政課から説明させていただきます。高岡委員からお話がありまし

たように、内水面においてアユは漁業権魚種に設定されていまして、その漁

業権のエリア中で、遊漁規則や漁業調整規則に違反すれば、海上保安部など

の捜査の対象となります。海面につきましては、海面漁業調整規則にアユの

採捕を規制するものはありません。その他、委員会指示等でも那珂湊漁港で

のアユの採捕について規制するものはありません。しかし、何年か前からこ

のような状況がありまして、県の方でも港内等に、釣りを自粛してください

という旨の簡易看板を設置していまして、遊漁者に周知しているところで

す。この件については、内水面の皆様のお気持ちは十分に理解しております

ので、対応について検討してまいりたいと思います。 

 

海に近い釣具店でも、今年のアユに関する情報を載せたり、その他、海の

情報も載せたりして、皆さんが知り得る状態になっていますので、そこのと

ころも調整ができればと思っています。 

 

我々としては、きちっとしたいところですが、少し時間がかかるかもしれ

ません。 

 

他に、何かございますか。 

 

他になければ、本日の議事は、全て終了しました。それでは、事務局より、
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須能局長 

 

 

 

八角議長 

次回の開催日程をお願いします。 

 

次回の開催は、６月１８日水曜日午後２時より、県三の丸庁舎１階の共用

会議室Ｃにて開催予定です。開催通知につきましては、後日発送させていた

だきます。 

 

それでは、これをもちまして本日の委員会を終了いたします。 

どうも、お疲れさまでした。 

 

 

 

閉会 午後２時３０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の記録の正確なことを認め署名する。 

 

                                 令和７年４月１６日 

 

 

     議    長                     

 

 

     議事録署名人                     

 

 

                                

 

 

 


